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求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報

　
　
ー
労
働
供
給
者
の
類
型
化
と
情
報
行
動
パ
タ
ー
ソ
ー

井

関

ハ禾

明

一二三四

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
の
枠
組

求
職
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
と
職
業
情
報
二
ー
ズ

む
す
び
ー
今
後
の
課
題
ー

一
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
の
枠
組

　
0
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ア
プ
冒
ー
チ
の
概
略

　
過
去
十
数
年
の
間
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
は
、
と
く
に
消
費
者
行
動
研
究
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
に
お
い
て
、
大
い
に
発
展
し
た
。

今
日
で
は
、
新
し
い
人
間
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
概
念
図
式
と
変
数
イ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
、
デ
ー
タ
収
集
と
解
析
の
諸
技
法
、
お
よ
び
分
析
結

果
の
企
業
活
動
な
い
し
行
政
へ
の
応
用
戦
略
を
、
ワ
ン
・
セ
ヅ
ト
に
し
て
「
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
ル
・
ア
プ
β
ー
チ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
筆
者
は
、
過
去
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十
年
間
、
主
と
し
て
消
費
者
行
動
研
究
の
領
域
で
、
こ
の
ア
プ
p
ー
チ
の
理
論
的
整
備
と
経
験
的
調
査
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ

れ
ら
の
ノ
ゥ
ハ
ゥ
の
一
端
を
、
職
業
情
報
需
要
（
労
働
市
場
情
報
）
を
め
ぐ
る
問
題
に
応
用
す
る
、
さ
さ
や
か
な
試
み
を
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
は
、
従
来
の
経
済
学
理
論
に
お
け
る
「
合
理
的
経
済
人
」
と
は
ま
つ
た
く
異
な
つ
た
、
新
し
い
人
間
モ
デ
ル
を
前
提
と

し
て
出
発
す
る
、
行
動
科
学
の
ひ
と
つ
の
ア
プ
・
ー
チ
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
基
本
的
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
労
働
供
給
主
体
像
の
「
人
間
化
」
と
い
う

点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
供
給
主
体
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
「
社
会
の
癒
か
に
お
け
る
生
活
者
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
社
会
的
．
文
化
的
環
境

の
な
か
で
、
み
ず
か
ら
の
価
値
観
や
生
活
設
計
に
も
と
づ
い
て
、
望
ま
し
い
タ
イ
プ
の
仕
事
と
望
ま
し
い
水
準
（
決
し
て
最
高
額
の
で
は
な
い
）
の
所

得
を
求
め
て
、
労
働
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
あ
る
い
は
撤
回
、
転
換
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
み
ず
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
主
体
的
に
形
成
し
、

創
造
す
る
生
活
設
計
者
と
し
て
モ
デ
ル
化
さ
れ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
は
、
主
体
が
、
新
た
に
労
働
力
化
し
て
就
業
先
を
選
択
す
る
場
合
に
も
、
ま
た
従
来
の
職
を
去
り
、
労
働
供
給
の
質
的
転

換
を
お
こ
な
う
転
職
先
の
選
択
に
も
、
あ
る
い
は
そ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
職
業
情
報
を
求
め

る
か
に
つ
い
て
も
、
そ
の
説
明
原
理
と
し
て
と
く
に
有
効
で
あ
る
よ
ゲ
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
性
別
、
年
齢
、
職
歴
、

所
得
水
準
な
ど
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
を
こ
え
て
、
期
待
の
水
準
と
構
造
、
価
値
・
態
度
な
ど
の
心
理
学
的
要
因
か
ら
、
生
活
習
慣
、
労
働

観
や
職
業
意
識
、
労
働
市
場
の
見
通
し
、
さ
ら
に
顕
在
化
す
る
生
活
諸
活
動
な
ど
の
多
次
元
に
わ
た
る
「
態
度
・
行
動
複
合
体
」
そ
の
も
の
が
、

説
明
要
因
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
人
間
化
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
心
理
学
的
諸
変
数
の
意
識
的
導
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生

活
の
質
的
側
面
の
数
量
化
努
力
、
少
数
変
量
で
は
な
く
相
互
関
連
の
あ
る
多
次
元
量
の
操
作
、
さ
ら
に
、
平
均
化
さ
れ
理
念
化
さ
れ
た
「
労
働
供

給
者
」
で
は
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
タ
イ
プ
別
に
み
た
供
給
パ
タ
ー
ン
ヘ
の
着
目
な
ど
を
も
含
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
づ
け
の
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
論
議
は
他
の
機
会
に

　
　
　
　
　
（
3
）

譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
も
つ
と
も
包
括
的
な
定
義
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。



　
　
　
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は
、
生
活
主
体
が
、
①
生
活
の
維
持
と
発
展
の
た
め
の
生
活
課
題
を
解
決
し
、
充
足
す
る
過
程
で
、
②
み
ず
か
ら
の
独
自
な
欲
求
性

　
　
向
か
ら
動
機
づ
け
ら
れ
、
③
み
ず
か
ら
の
価
値
態
度
、
生
活
目
標
、
生
活
設
計
に
よ
つ
て
方
向
づ
け
ら
れ
、
④
外
社
会
（
企
業
、
政
府
、
地
域
社
会
な
ど
）
が

　
　
供
給
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
、
機
会
を
選
択
的
に
採
用
、
組
み
合
わ
せ
、
⑤
社
会
・
』
文
化
的
な
制
度
的
枠
組
か
ら
の
制
約
の
中
で
、
⑥
目
々
、
週
、
月
、

　
　
年
あ
る
い
は
一
生
の
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
能
動
的
、
主
体
的
に
設
計
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
、
⑦
生
活
意
識
と
生
活
構
造
と
生
活
行
動
の
三
つ
の
次
元
か
ら

　
　
構
成
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
」

　
右
の
定
義
は
、
七
つ
の
部
分
か
ら
構
成
ざ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
、
よ
り
端
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は
、
生
活
課
題

の
解
決
お
よ
び
充
足
の
し
か
た
で
あ
る
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
生
活
課
題
の
解
決
に
は
、
　
つ
ね
に
財
・
サ
ー
ピ
ス
、
情
報
、
機
会

（
ま
と
め
て
生
活
資
源
と
呼
ぶ
）
の
あ
る
組
合
わ
せ
が
伴
う
。
あ
る
い
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
生
活
資
源
の
あ
る
組
合
わ
せ
の
選
択
と
い
う
形
で

顕
示
さ
れ
る
、
と
考
え
て
も
よ
い
。

　
こ
の
意
味
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
選
択
さ
れ
た
生
活
資
源
の
組
合
わ
せ
の
分
析
に
よ
つ
て
、
事
衝
的
に
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

生
活
時
間
の
配
分
、
家
計
支
出
配
分
、
生
活
空
間
の
利
用
パ
タ
ー
ン
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
近
似
的
に
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
が
、
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
変
数
イ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
」
に
も
と
づ
い
て
、
態
度
・
行
動
複
合
体
の
測
定
を
す
る
こ
と
が
、
よ
り
直
接
的
な
方
法
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
特
定
の
行
動
が
、
あ
ら
か
じ
め
被
説
明
変
数
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
生
活

課
題
の
解
決
と
充
足
」
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
活
主
体
の
広
い
意
味
で
の
選
択
の
対
象
と
な
り
う
る
も
の
な
ら
ぽ
、
い
ず
れ
も
が
被
説
明

変
数
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
、
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
ア
プ
β
ー
チ
は
、
主
体
が
、
日
常
生
活
の
な
か
で
、

み
ず
か
ら
の
課
題
（
冨
玲
ω
）
を
解
決
し
、
欲
求
（
幕
a
ω
）
を
充
足
す
る
た
め
に
お
こ
な
う
広
範
囲
な
行
動
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
と
対
象
に
応

じ
た
修
正
を
ほ
ど
こ
し
た
上
で
、
適
用
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
本
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
働
く
」
あ
る
い
は
「
も
つ
と
も
流
動
的
な
可
処
分
資
源
（
つ
ま
り
所
得
）
の
稼
得
」
は
、
ま
さ
に
そ
れ
自
体
も
つ

と
も
重
要
な
生
活
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ア
プ
β
ー
チ
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
格
好
の
間
題
領
域
で
も
あ
る
。
こ
の
場
合
の
基
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求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報

本
的
仮
定
は
、
「
就
業
選
択
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
情
報
二
ー
ズ
の
差
異
は
、

る
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
　
　
（
一
〇
三
八
）

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
差
に
よ
つ
て
、
十
分
有
効
に
説
明
さ
れ

　
⇔
　
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
t
調
査
の
た
め
の
分
析
枠
組
t

　
本
調
査
に
お
い
て
は
、
「
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
「
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
、
し
ば
し
ば
互
換
的
に
用
い
ら
れ
る
。

「
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
は
、
前
項
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
た
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
数
イ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
」
か
ら
、
職
業
選
択
を
め
ぐ
つ

て
と
く
に
関
連
が
強
い
と
判
断
さ
れ
る
変
数
セ
ッ
ト
が
選
び
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
複
合
体
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
般

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
サ
ブ
概
念
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。

　
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
構
成
す
る
諸
変
数
は
、
ま
ず
三
つ
の
基
本
要
因
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
職
業
意
識
（
職
業

観
・
転
職
意
識
ど
、
「
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
職
業
経
歴
」
の
三
つ
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
は
相
互
に
作
用
し
合
つ

て
、
一
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
上
げ
る
。
「
職
業
経
歴
」
は
、
「
職
業
意
識
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
」
に
方
向
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、

個
人
が
そ
の
時
点
ま
で
に
描
い
て
き
た
職
業
生
活
の
軌
跡
で
あ
り
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
一
部
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
過
去

経
験
の
蓄
積
と
し
て
、
「
職
業
意
識
」
や
「
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
」
に
作
用
し
、
そ
れ
ら
を
変
化
さ
せ
、
再
編
成
す
る
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
あ
る
一
時
点
で
把
え
た
場
合
、
上
記
の
三
種
の
変
数
群
（
つ
ま
り
職
業
ラ
ィ
フ
ス
タ
ィ
ル
変
数
）
に

お
け
る
値
の
あ
る
組
合
わ
せ
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
求
職
者
が
、
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

変
数
群
に
お
い
て
と
る
値
は
多
様
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
ら
の
値
の
と
り
方
の
パ
タ
ー
ン
に
注
目
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
分
類
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
、
「
求
職
老
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ょ
う
。
今
回



の
研
究
に
お
い
て
、
職
業
情
報
二
i
ズ
な
ど
の
被
説
明
変
数
と
直
接
的
に
対
応
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
複
合
（
合
成
）
変
数
と
し
て
の
「
求
職
者
ラ

イ
フ
ス
ヲ
イ
ル
・
タ
イ
プ
」
で
あ
っ
て
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
数
で
は
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
要
因
を
、
質
問
項
目
へ
と
転
換
す
る
作
業
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
作
業
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
と
つ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
①
　
個
人
の
意
識
・
態
度
ま
た
は
志
向
の
レ
ベ
ル
に
焦
点
を
お
く
こ
と
と
し
、
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
何
本
か
の

「
意
識
軸
」
を
設
定
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
で
に
述
べ
た
二
般
デ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
数
イ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
」
を
参
考
に
し
て
決
定
さ
れ
る
。

　
ω
　
そ
れ
ら
の
「
意
識
の
軸
」
の
各
々
に
つ
い
て
、
従
来
の
調
査
・
研
究
の
諸
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
数
個
ず
つ
の
具
体
的
な
設
間
を
つ
く

る
。　

③
　
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
設
問
例
を
、
理
論
的
検
討
、
お
よ
び
プ
リ
テ
ス
ト
に
ょ
る
経
験
的
検
討
を
通
し
て
、
必
要
か
つ
十
分
な
設
問
を
選
定

し
、
体
裁
を
統
一
し
て
、
質
問
紙
忙
組
み
込
む
。

　
ま
ず
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
「
意
識
の
軸
」
は
、
つ
ぎ
の
十
個
で
あ
る
。

①
，
プ
・
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
志
向
ー
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向

②
コ
ス
モ
ポ
ラ
イ
ト
志
向
ー
・
ー
カ
ラ
イ
ト
志
向

③
計
画
性
－
衝
動
性

④
向
上
志
向
ー
現
状
維
持
志
向

⑤
　
安
定
志
向
ー
変
化
志
向

⑥
個
人
志
向
－
集
団
志
向

⑦
余
暇
志
向
ー
仕
事
志
向

⑧
家
族
志
向
ー
仕
事
（
会
社
）
志
向
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表1．職業ライフスタイルの質問項目

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
n
1

2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2

2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3

2
3
3

よりよい仕事をするために勉強をしていたい

ひとつの業務に精通するよりは、さまざまな仕事を経験したい

勤め先では、人づきあいを大切にしたい

内容に変化の多い仕事はいやだ

仕事は、人生の目標を達成する手段にすぎない

勤め先の利益より、個人の利益の方が大切だ

多くの勤め先で通用する能力をもつていたい

仕事のためならば、ほかのことはがまんしてもよい

より高い仕事上の地位を求めて努力したい

残業などをするよりは、定時に帰宅したい

将来の生活について、はつぎりした目標や見通しをもつている

仕事は、生活を維持するための手段にすぎない

現状より将来の安定性で勤め先を選びたい

生活を向上させるためには、なんらかの犠牲はやむをえない

仕事ではアイデアやひらめきを大切にしたい

今よりよい条件の勤め先があつても、一つの勤め先にながく勤めるのが望ましい

仕事をするのは家族のためである

勤め先では、自分の技能をうまくいかしたい

余暇は仕事をよりよくすすめるために大切だ

いっも違つた仕事に挑戦していたい

経済紙（誌）・業界紙（誌）はよく読む

仕事以外に自分の趣味を持ちたい

人は仕事以外にも、何か人生の目標を持つべきだ

仕事をするためには、住みなれた土地がよい

苦労して高い地位にのぼるより、楽な地位にいたい

上役の意見に、部下は自分の意見を曲げてでも従うべきだ

たびたび仕事か勤め先をかえると、世間の評判が低くなることが多い

仕事と自分の時間を、はつきり区別したい

仕事をするうえで、綿密な計画は大切だ

仕事上でもつとも大切なのは人の和である

仕事のやり方について、常に改善や改良を心がけたい

勤め先では、与えられた仕事のみをしていれぽよい

休目には、仕事がたまつていても家族中心に過ごす
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⑨
　
表
出
的
仕
事
観
ー
道
具
的
仕
事
観

　
　
⑩
転
職
観

　
そ
し
て
、
最
終
的
に
設
問
と
し
て
残
さ
れ
た
項
目
は
、
右
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
意
識
の
レ
ベ
ル
に
焦
点
を
お
い
た
結
果
、
選
び
出
さ
れ
た
項

目
は
、
主
と
し
て
「
職
業
意
識
」
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
諸
項
目
は
、
「
仕
事
に
つ
い
て
の
意
見
」

を
求
め
る
形
で
、
「
賛
成
」
か
「
反
対
」
か
を
問
う
形
式
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
質
問
群
へ
の
回
答
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
数
値
分
類
法
の

一
種
で
あ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
ょ
つ
て
求
職
者
の
タ
イ
プ
が
析
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
被
説
明
変
数
で
あ
る
「
職
業
情
報
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
行
動
主
体
の
意
思
決
定
に
お
い
て
マ
情
報
」
の
占
め
る
役
割
が
注
目
さ
れ

だ
し
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
領
域
で
は
ま
だ
十
分
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
労
働
供
給
主
体
の
職

業
選
択
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
情
報
の
間
題
は
、
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
な
分
野
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
一
部
の
労
働
経
済
学
者
た
ち
は
、
こ
の
間
題
．

を
合
理
的
選
択
に
お
け
る
「
情
報
コ
ス
ト
」
の
概
念
で
処
理
し
ょ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
理
論
的
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
し
も
、
経
験
的
レ
ベ
ル
で
は

結
局
は
有
効
性
を
も
ち
え
な
い
。

　
ミ
ク
官
・
レ
ベ
ル
の
職
業
選
択
意
思
決
定
に
お
い
て
は
、
就
業
を
め
ぐ
ξ
情
報
が
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
チ
ャ
ネ
ル
（
ま
た
は
メ
デ
ィ
ァ
）
を
通
じ
て
修

正
、
加
工
、
変
換
さ
れ
、
、
か
つ
増
幅
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
求
職
者
の
タ
イ
プ
の
差
に
よ
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
あ
る
い
は
評
価
さ
れ
る
情
報

の
種
類
と
タ
イ
プ
が
異
な
る
た
め
、
何
よ
り
も
ま
ず
そ
れ
ら
の
実
態
を
経
験
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
、
こ
の
間

題
領
域
で
の
い
わ
ば
一
つ
の
探
索
的
調
査
で
あ
る
。
そ
の
直
接
的
目
的
は
、
す
で
に
述
べ
た
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
タ
イ
プ
別
に
、
就
業
選

択
を
め
ぐ
つ
て
、
ど
の
よ
う
な
タ
ィ
プ
の
情
報
が
、
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ネ
ル
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
入
手
さ
れ
る
か
、
ま
た
情
報
の
種
類
お
よ
び

情
報
チ
ャ
ネ
ル
両
者
の
必
要
度
と
評
価
が
ど
う
異
な
る
か
、
を
経
験
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
調
査
に
お
い
て
は
、
「
職
業
情
報
」
が
大
き
く
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
一
般
に
動
向
情
報
と
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呼
ば
れ
る
も
の
で
、
労
働
市
場
の
状
態
・
条
件
に
つ
い
て
の
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
集
計
値
的
・
平
均
値
的
情
報
で
あ
る
。
第
二
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
ミ
ク
ワ
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
も
の
で
、
特
定
の
就
業
先
・
企
業
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
る
。
と
く
に
個
別
情
報
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ょ
う
。
第

三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
あ
る
求
職
者
が
、
特
定
の
就
業
先
に
職
を
得
た
い
意
向
を
示
し
た
と
き
、
そ
の
企
業
に
採
用
さ
れ
る
見
込
み
が
ど
の
程
度

あ
る
か
、
を
め
ぐ
る
情
報
で
、
と
く
に
採
用
情
報
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
種
類
の
職
業
情
報
は
、
通
常
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
メ
デ
ィ
ア
な
い
し
チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
伝
達
さ
れ
、
獲
得
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
友

人
、
知
人
、
先
輩
、
家
族
・
親
族
な
ど
の
社
会
関
係
を
媒
介
と
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
公
共
職
業
安
定
所
な
ど

の
機
関
、
新
聞
の
求
人
広
告
、
就
職
情
報
誌
な
ど
の
ノ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
三
種
の
職
業
情
報
お
よ
び
二
種
の
情
報
メ
デ
ィ

ア
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
と
し
て
設
定
さ
れ
た
か
は
、
後
節
に
お
い
て
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
と
情
報
二
ー
ズ
」
を
と
り
あ
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げ
る
際
に
、
あ
ら
た
め
て
表
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
さ
て
、
本
調
査
に
お
け
る
諸
要
因
の
関
連
を
図
示
し
た
も
の
が
、
．
図
1
で
あ
る
。
こ
の
な
か
の
、
「
A
個
人
属
性
」
と
「
n
　
制
約
要
因
賦
に

つ
い
て
も
、
一
言
し
て
お
く
こ
と
に
し
ょ
う
。
「
個
人
属
性
」
と
は
、
性
、
年
齢
、
学
歴
、
年
収
、
家
族
構
成
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
ス
テ
ー
ジ

な
ど
の
人
口
学
的
諸
変
数
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
規
定
要
因
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

焦
点
を
お
く
か
ぎ
り
、
個
人
属
性
変
数
は
、
短
期
的
に
は
変
化
し
な
い
外
生
要
因
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
「
制
約
要
因
」
は
、
説
明
変
数
と
し
て
の
「
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
汐
イ
ル
・
タ
イ
プ
」
と
被
説
明
要
因
と
の
間
に
介
在
し
て
作
用
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
支
払
の
有
無
、
住
宅
購
入
計
画
、
健
康
状
態
の
認
知
、
求
職
期
間
（
っ
ま

り
失
業
期
間
）
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
と
情
報
二
ー
ズ
と
の
関
連
に
バ
イ
ア
ス
を
か
け
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
◎
本
調
査
の
概
要

調
査
対
象
　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
条
件
の
た
め
、
二
種
類
の
調
査
対
象
者
グ
ル
ー
プ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
第
一
グ
ル

ー
プ
の
サ
ン
プ
ル
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
来
所
し
た
求
職
者
で
あ
り
、
職
安
に
来
所
し
た
時
点
で
調
査
協
力
を
依
頼
、
協
力
の
え
ら
れ
た
二
九

六
人
に
つ
い
て
面
接
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
職
安
サ
ン
プ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
。
調
査
に
協
力
し
た
サ
ン
プ
ル
は
二
九
六
票
で

あ
つ
た
が
、
回
収
時
に
不
備
の
み
つ
か
つ
た
三
票
を
除
い
て
、
二
九
三
票
が
分
析
の
デ
ー
タ
と
な
つ
た
。

　
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
、
住
民
票
か
ら
の
抽
出
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
住
民
票
か
ら
の
抽
出
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
は
、
年
齢
、
性
な
ど
の
要
因
を
あ
ら

か
じ
め
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
、
左
の
三
種
分
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
が
選
ば
れ
た
。
そ
れ
ら
が
と
く
に
求
職
・
転
職
意
識
の
高
い
層
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
有
効
回
答
数
は
、
今
回
の
分
析
に
投
入
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
あ
か
、
合
計
八
五
〇
で
あ
る
。
有
効
回
収
率
は
七
〇
・
四
％
で
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あ
つ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
一
般
サ
ン
プ
ル
」

ル
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
「
職
安
サ
ン
プ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
効
回
答

　
①
若
年
層
　
男
女
　
二
四
～
二
五
歳
　
一
八
九
名

　
②
中
年
層
　
女
子
　
三
五
～
四
四
歳
　
二
〇
八
名

　
③
高
年
層
　
男
子
　
五
〇
～
六
四
歳
　
二
〇
一
名

調
査
の
方
法
　
デ
ー
タ
収
集
に
は
、
調
査
員
が
調
査
対
象
者
に
面
接
し
、

く
方
法
が
と
ら
れ
た
。
職
安
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
は
、

共
職
業
安
定
所
一
七
ヵ
所
、

は
、
一
九
八
○
年
七
月
二
二
～
二
四
日
で
あ
る
。
職
安
な
ど
で
は
、

も
の
に
つ
い
て
、
会
議
室
な
ど
に
お
い
て
面
接
を
実
施
し
た
。

　
一
般
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
を
社
団
法
人
、

層
化
法
を
通
じ
て
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
抽
出
）
を
お
こ
な
い
、

八
月
上
旬
で
あ
つ
た
。

集
計
・
分
析
　
所
期
の
調
査
目
的
に
し
た
が
つ
て
、

　
　
①
各
設
問
ご
と
の
単
純
集
計

　
　
②

　
　
③
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
析
出
。
第
一
ス
テ
ッ
プ
は
、

　
　
　
イ
ル
基
本
因
子
な
い
し
合
成
変
数
を
つ
く
る
。
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
は
、

　
　
　
ン
プ
ル
の
分
類
・
タ
イ
プ
分
け
を
お
こ
な
う
。

と

　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
　
（
一
〇
四
四
）

「
一
般
サ
ン
プ
ル
」
の
合
計
を
、
「
総
合
サ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
文
学
部
お
よ
び
経
済
学
部
の
学
生
五
〇
名
が
、

東
京
の
高
齢
者
職
業
セ
ン
タ
ー
ニ
ヵ
所
と
人
材
銀
行
一
ヵ
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
と
調
査
員
（
大
学
生
）
が
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、

　
　
抽
出
数

　
　
三
五
〇

　
　
二
五
〇

　
　
二
五
〇

ひ
と
つ
ひ
と
つ
質
問
を
読
み
あ
げ
な
が
ら
回
答
を
聞
ぎ
、
記
入
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
公

　
　
　
　
　
　
　
の
合
計
二
〇
ヵ
所
に
分
散
し
て
お
こ
な
つ
た
。
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
の
え
ら
れ
た

中
央
調
査
社
に
依
頼
し
た
。
中
央
調
査
社
は
、
首
都
五
〇
㎞
圏
の
住
民
票
か
ら
地
点

サ
ン
プ
ル
の
家
庭
に
直
接
訪
問
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。
時
期
は
、
一
九
八
○
年

つ
ぎ
の
ス
テ
ッ
プ
で
集
計
・
デ
ー
タ
解
析
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

個
人
属
性
別
の
ク
・
ス
集
計
（
こ
こ
で
は
、
職
安
サ
ン
プ
ル
と
．
一
般
サ
ン
プ
ル
と
の
比
較
が
お
こ
な
わ
れ
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
数
か
ら
、
数
量
化
皿
類
の
技
法
を
用
い
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ら
の
合
成
変
数
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
技
法
に
よ
り
、
サ



　
　
④
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
別
の
全
質
問
項
目
に
わ
た
る
グ
ロ
ス
集
計
（
ラ
イ
ブ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
と
被
説
明
変
数
と
の
関
連
度
が
明
ら
か
に
な
る
）
。

　
　
⑤
職
業
情
報
の
内
部
関
連
を
把
握
す
る
た
め
に
、
因
子
分
析
技
法
の
活
用
。
（
こ
の
結
果
、
経
験
的
立
場
か
ら
の
新
し
い
職
業
情
報
分
類
の
見
通
し
が
得
ら
れ
た
）
。

　
以
上
の
五
段
階
に
わ
た
る
分
析
は
、
目
的
に
応
じ
て
、
適
宜
、
職
安
サ
ン
プ
ル
、
一
般
サ
ン
プ
ル
、
総
合
サ
ン
プ
ル
を
使
い
分
け
て
お
こ
な
わ

れ
た
。

二
　
求
職
老
の
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
ル
　
タ
ィ
プ

　
O
　
ラ
イ
↓
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
析
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
と
は
、
あ
る
特
定
の
視
点
か
ら
の
行
動
主
体
の
類
型
化
（
導
宕
ざ
讐
）
の
試
み
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
個
体

（
人
間
）
の
類
型
化
と
は
、
個
体
の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
諸
特
性
を
選
択
し
、
あ
る
も
の
は
強
調
し
、
あ
る
も
の
は
切
り
捨
て
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ

こ
に
「
理
念
型
（
箆
＄
＝
巻
。
）
」
的
な
、
類
型
（
け
唱
。
）
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
の
場
合
も
、
個
人
の
も
つ
さ
ま
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ま
な
諸
特
性
の
中
か
ら
、
あ
る
視
点
に
た
つ
て
い
く
つ
か
の
特
性
を
選
び
だ
し
、
こ
れ
ら
の
間
の
、
複
合
効
果
（
交
互
作
用
）
を
考
え
な
が
ら
、

ヤ

個
人
を
類
型
化
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
析
出
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
は
、
個
体
を
分
類
す
る
「
分
類
概
念
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
個

体
の
も
つ
諸
特
性
の
抽
象
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
、
具
体
的
な
経
験
的
対
象
を
指
示
し
な
い
「
概
念
構
成
体
」
で
も
あ
る
。
と
く
に
強
調
し
て
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

た
い
の
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
に
お
い
て
は
、
こ
の
類
型
化
の
手
続
ぎ
を
、
複
数
の
基
準
（
。
鼻
①
冨
）
を
用
い
て
、
標
準
化
さ
れ
た
方
法
で

お
こ
な
う
こ
と
で
あ
る
。

　
今
回
の
分
析
に
お
け
る
「
複
数
の
基
準
」
と
は
、
職
業
意
識
変
数
と
、
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
変
数
の
「
志
向
」
面
に
注
目
し
て
た
て
ら
れ
た
一

〇
本
の
軸
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
設
問
の
形
（
第
一
節
、
表
1
）
に
し
て
測
定
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
「
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
」
と
い
う
計
量
的
な
意
味
で

標
準
化
さ
れ
た
技
法
を
用
い
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
を
析
出
し
た
。
今
回
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
析
出
の
た
め
に
投
入
さ
れ

　
　
　
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
　
　
（
一
〇
四
五
）



　
　
　
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
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二
〇
〇
　
　
（
一
〇
四
六
）

た
デ
ー
タ
は
、
職
安
サ
ン
プ
ル
と
一
般
サ
ン
プ
ル
を
あ
わ
せ
た
総
合
サ
ン
プ
ル
（
N
u
八
九
一
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
サ
ン
プ
ル
が
大
き
い
ほ
う
が

分
析
結
果
の
一
般
性
が
高
ま
る
、
と
い
う
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
理
論
的
に
み
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
は
、
性
、
年
齢
と
は
異
な
つ

た
別
の
視
点
か
ら
の
分
析
で
あ
る
た
め
、
職
安
サ
ン
プ
ル
と
一
般
サ
ン
プ
ル
の
区
別
は
必
要
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
八
九
一
の
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
分
類
が
表
1
の
三
三
項
目
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
変
数
に
つ
い
て
、
「
賛
成
」
を
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
反
対
・
不
明
・
無
回
答
」
を
O
と
お
い
て
、
数
量
化
皿
類
の
技
法
が
適
用
さ
れ
た
。
数
量
化
皿
類
に
お
い
て
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ス
コ
ア
と
と

も
に
、
各
個
体
に
サ
ン
プ
ル
・
ス
コ
ア
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
・
ス
コ
ア
は
、
各
個
体
（
求
職
者
）
が
座
標
軸
上
で
も
つ
、
座
標
値
と

考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
座
標
値
を
用
い
て
、
個
体
（
求
職
者
）
間
の
距
離
が
考
え
う
る
は
ず
で
あ
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
こ
の
座
標
値

を
用
い
た
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
法
に
よ
る
個
体
の
分
類
で
あ
る
。
そ
の
際
、
事
前
に
何
本
の
軸
（
つ
ま
り
、
合
成
変
数
）
を
用
い
る
か
を
決
め
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
数
量
化
皿
類
に
お
け
る
固
有
値
の
大
き
さ
の
順
に
、
第
一
軸
、
第
二
軸
、
第
三
軸
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
こ
こ
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
技
法
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
。
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
と
は
、
数
値
分
類
法
の
一
種
で
あ
り
、
要
約
す
れ
ば
、

相
互
に
近
似
性
の
高
い
個
体
は
で
き
る
だ
け
同
一
グ
ル
ー
プ
に
、
近
似
性
の
低
い
個
体
は
で
き
る
だ
け
異
な
つ
た
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
よ
う
に
サ

ン
プ
ル
を
分
割
す
る
デ
ー
タ
解
析
の
一
手
法
で
あ
る
。
今
回
の
分
析
で
は
、
三
本
の
座
標
軸
上
の
座
標
値
に
も
と
づ
い
た
求
職
者
の
グ
ル
ー
ピ
ン

グ
に
な
る
。
し
か
し
、
今
回
採
用
さ
れ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
非
階
層
的
方
法
で
は
、
グ
ル
ー
プ
数
を
初
め
に
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
妥

当
な
グ
ル
ー
プ
数
を
ま
ず
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
グ
ル
ー
プ
数
を
一
〇
と
し
て
、
非
階
層
的
方
法
を
お
こ
な
い
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
重
心
の
座
標
値
を
用
い
て
、
あ
ら
た
め
て
階
層
的
方
法
を
お
こ
な
つ
た
結
果
、
四
グ
ル
ー
プ
な
い
し
は
七
グ
ル
ー
プ
が
妥
当
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
つ
た
。
そ
れ
ら
の
準
備
作
業
の
の
ち
、
あ
ら
た
め
て
初
期
値
と
し
て
四
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
七
グ
ル
ー
プ
を
指
定
し
、
非
階
層
的
方
法
を

適
用
し
た
。
な
お
、
非
階
層
的
方
法
に
お
け
る
距
離
基
準
と
し
て
は
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
距
離
が
、
分
割
の
妥
当
性
の
指
標
と
し
て
は
、
層
内
分
散

共
分
散
行
列
W
の
＃
8
Φ
≦
↓
送
ぢ
が
用
い
ら
れ
た
。



　
以
上
の
よ
う
な
手
順
を
へ
て
、
四
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
に
分
け
る
も
の
と
、

と
二
通
り
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

七
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
に
分
け
る
も
の

⇔
四
つ
の
タ
イ
プ
の
プ
・
フ
ィ
ー
ル

　
前
項
で
述
べ
た
二
通
り
の
分
割
法
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
求
職
者
を
四
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
例
を
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
四
つ
の
タ

イ
プ
は
、
順
に
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
、
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
、
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
お
よ
び
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。

　
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
四
つ
の
タ
イ
プ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
最
初
の
イ
ン
プ
ッ
ト
変
数
（
つ
ま
り
、
三
一
二
項
目
の
職
業
ラ
ィ
フ
ス
タ

イ
ル
変
数
）
に
戻
つ
て
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
描
き
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
作
業
は
、
ま
ず
、
求
職
者
タ
イ
プ
と
三
三
項
目
と

の
ク
ロ
ス
集
計
を
お
こ
な
い
、
各
タ
イ
プ
が
ど
う
い
う
反
応
傾
向
を
み
せ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
あ
く
ま
で

も
タ
イ
プ
分
け
の
中
身
を
事
後
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
タ
イ
プ
を
基
準
に
し
て
何
ん
ら
か
の
説
明
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
結
果
に
、
さ
ら
に
、
各
タ
イ
プ
別
の
個
人
属
性
変
数
に
お
け
る
特
徴
を
加
え
て
、
表
に
ま
と
め
た
も
の
が
「
表
2
、
求
職
老
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
で
あ
る
。

　
表
2
を
も
と
に
し
て
、
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
官
フ
ィ
ー
ル
を
描
く
と
、
以
上
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
団
　
平
穏
無
事
志
向
型

　
仕
事
に
生
き
が
い
を
み
い
だ
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
仕
事
の
た
め
に
他
の
こ
と
を
犠
牲
に
す
る
気
持
ち
も
な
い
。
か
と
い
つ
て
、
他
の
勤

め
先
に
移
つ
た
り
、
努
力
を
し
て
よ
り
充
実
し
た
職
業
生
活
を
お
く
る
意
欲
も
な
い
。
ま
た
へ
仕
事
に
拘
束
さ
れ
た
く
な
い
気
持
も
も
つ
て
い

る
。
数
と
し
て
は
、
こ
の
タ
イ
プ
が
最
も
多
く
、
そ
の
意
味
で
職
業
生
活
に
つ
い
て
は
、
平
凡
な
「
大
衆
」
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
え
る
。
年
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一
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齢
は
、
男
で
五
〇
歳
～
六
四
歳
、
女
で
三
五
歳
～
四
四
歳
が
多
く
、
学
歴
は
高
卒
で
、
収
入
も
平
均
よ
り
や
や
上
で
、
子
供
が
い
る
。
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
変
数
で
み
て
も
、
「
平
均
的
」
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　
図
　
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型

　
こ
の
タ
イ
プ
も
、
仕
事
に
生
き
が
い
を
み
い
だ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
仕
事
の
た
め
に
自
分
や
家
族
の
生
活
を
犠
牲
に
す
る
気
は
な
い
。

こ
の
タ
イ
プ
は
、
ひ
と
つ
の
仕
事
を
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
他
の
勤
め
先
に
移
つ
た
り
｛
職
を
か
え
た
り
し
て
移
り
か
わ
つ
て
い
く

志
向
が
強
い
。
時
間
で
は
、
仕
事
に
拘
束
さ
れ
る
の
を
ぎ
ら
う
が
、
家
族
の
た
め
に
働
い
て
い
る
と
い
う
意
識
も
な
い
。
年
齢
は
、
男
女
と
も
若

い
層
に
多
く
、
学
歴
は
高
卒
が
主
だ
が
、
大
学
卒
も
多
い
。
収
入
は
一
〇
〇
万
～
二
五
〇
万
と
低
く
、
子
供
も
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
團
　
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型

　
こ
の
タ
イ
プ
は
、
仕
事
に
生
ぎ
が
い
を
み
い
だ
し
て
お
り
、
自
分
の
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
仕
事
を
重
要
な
要
素
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

仕
事
の
た
め
に
他
の
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
り
、
上
役
に
対
し
て
自
分
の
主
張
を
お
さ
え
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
仕
事
に
お
い
て
は
、
計
画
的
に

着
実
に
職
務
を
進
め
て
ゆ
き
、
他
の
仕
事
や
勤
め
先
に
移
る
こ
と
は
考
え
ず
、
将
来
の
生
活
目
標
を
も
つ
て
、
い
ま
の
勤
め
先
で
つ
づ
け
て
い
く

よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。
年
齢
は
、
男
性
で
五
〇
歳
～
六
四
歳
、
女
性
で
三
五
歳
～
四
四
歳
が
多
く
、
学
歴
は
、
高
卒
の
次
に
中
卒
が
多
い
。
収

入
は
平
均
よ
り
や
や
下
ま
わ
つ
て
お
り
、
子
供
が
い
る
。

　
囲
　
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型

　
こ
の
タ
イ
プ
は
、
仕
事
を
生
ぎ
が
い
に
し
て
お
り
、
仕
事
の
た
め
な
ら
ば
他
の
こ
と
は
犠
牲
す
る
。
ま
た
、
よ
り
高
い
地
位
や
よ
り
よ
い
仕
事

を
求
め
て
い
つ
も
努
力
、
勉
強
し
て
お
り
、
新
聞
雑
誌
な
ど
も
よ
く
読
む
。
時
間
の
点
で
は
、
仕
事
時
間
を
重
視
し
て
お
り
、
家
庭
は
あ
ま
り
重

要
な
生
活
場
面
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
時
に
、
よ
り
よ
い
仕
事
や
よ
り
高
い
地
位
が
あ
る
と
、
積
極
的
に
移
つ
て
い
く
気
持
が
あ
る
。

ま
た
、
上
役
や
会
社
の
前
に
自
分
の
主
張
を
ま
げ
る
こ
と
を
き
ら
い
、
他
の
土
地
へ
移
る
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。
年
齢
は
、
若
い
層
と
男
性
の
五
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O
歳
～
五
四
歳
が
多
く
、
学
歴
は
、
高
卒
の
次
に
大
卒
、

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

収
入
は
、
五
〇
〇
万
～
八
○
○
万
と
高
く
、

　
　
　
　
二
〇
四
　
　
　
（
一
〇
五
〇
）

子
供
が
い
る
場
合
と
い
な
い
場
合
は
同
じ

　
日
　
求
職
者
タ
イ
プ
の
概
念
化

　
つ
ぎ
に
、
四
つ
の
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
を
、
概
念
化
・
抽
象
化
し
た
レ
ベ
ル
で
、
あ
ら
た
め
て
考
え
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
プ
・
フ
ィ
ー
ル
の
差
異
を
示
す
と
思
わ
れ
る
、
潜
在
的
な
軸
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
求
職
者
タ
イ
プ
は
、
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
か
か
わ
り
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
一
〇
本
の
軸
を
も
と
に
し
た
三
三
の
質

間
項
目
か
ら
析
出
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
の
作
業
は
、
こ
の
よ
う
な
一
〇
本
の
軸
の
構
成
す
る
次
元
を
、
求
職
者
タ
イ
プ
分
割
の
結
果

を
通
じ
て
、
縮
小
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
プ
・
フ
ィ
ー
ル
か
ら
み
て
、
三
本
の
独
立
な
軸
（
次
元
）
が
、
概
念
化
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
三
つ
と
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　
①
仕
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
軸

　
②
移
動
性
向
軸

　
③
キ
ャ
リ
ア
展
開
志
向
軸

　
①
の
仕
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
軸
は
、
個
人
が
、
自
分
の
仕
事
に
ど
れ
だ
け
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
す
る
気
が
あ
る
か
の
軸
で
あ

る
。
仕
事
に
生
き
が
い
を
み
い
だ
し
て
い
る
か
、
の
軸
で
あ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
。
②
の
移
動
性
向
軸
は
、
仕
事
や
勤
め
先
を
変
え
よ
う
と
す
る

傾
向
を
示
す
軸
で
あ
る
。
③
キ
ャ
リ
ア
展
開
志
向
軸
は
、
仕
事
上
で
努
力
を
し
た
り
、
仕
事
に
関
係
し
た
勉
強
を
し
た
り
し
て
、
目
標
と
目
標
達

成
プ
ラ
ン
に
従
つ
て
、
自
分
の
職
業
生
活
を
積
極
的
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
か
か
わ
る
軸
で
あ
る
。
自
分
で
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
展
開
L



求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報

〇
五

図2　求職者ライフスタイル・タイプの理念的位置づけ

仕事へのコミットメント㊧

▲

キャリア展開志向㊧

国 国

移
動
』

国
移
動

…
性
向
㊨

性
向
㊧

回

仕事へのコミットメント㊦

国 平穏無事志向型 囹 安定着実キャリア志向型

回 ノンコミットメント型 囚 積極的キャリア展開型
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一
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五
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）
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て
い
く
気
が
あ
る
か
ど
う
か
の
軸
と
い
つ
て
も
よ
い
。
こ
の
三
本
の
軸
は
、
概
念
上
は
独
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
経
験
的
に
は
、
互
い

に
相
関
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
志
向
が
強
く
、
か
つ
仕
事
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
低
い
と
い
う
例
は
、
比
較
的

ま
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
前
出
の
四
つ
の
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
を
、
こ
の
三
本
の
軸
を
用
い
て
、
理
念
的
に
位
置
づ
け
て
み
よ
う
。
が
、
こ
の

場
合
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
志
向
軸
が
顕
著
に
で
て
い
る
の
は
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
だ
け
な
の
で
、
こ
の
軸
を
除
い
た
二
つ
の
軸
を
用
い

て
位
置
づ
け
を
行
い
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
志
向
軸
は
補
助
的
に
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
図
2
に
お
い
て
、
回
の
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
は
、
転
職

す
る
気
は
あ
ま
り
な
く
、
仕
事
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
高
く
も
な
く
、
低
く
も
な
い
。
囹
の
「
ノ
ン
・
コ
、
・
・
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
仕
事
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
少
な
く
、
転
職
志
向
は
強
い
。
囹
の
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
は
、
仕
事
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
強
い
が
、
転
職

す
る
気
は
な
い
。
囚
は
仕
事
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
も
転
職
志
向
も
両
方
強
く
、
こ
れ
と
同
時
に
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
志
向
が
強
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
析
出
さ
れ
た
求
職
者
タ
イ
プ
を
理
論
的
考
察
に
よ
つ
て
、
さ
ら
に
概
念
化
す
る
こ
と
で
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
基
本
軸
が

抽
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て
、
三
タ
イ
プ
の
相
対
的
位
置
関
係
も
、
大
よ
そ
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
な
つ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
と
職
業
情
報
二
ー
ズ

　
前
節
に
お
い
て
描
き
だ
さ
れ
た
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
差
異
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ィ
プ
の
情
報
行
動
は
ど
の
よ
う
に
異

な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
広
い
意
味
で
の
情
報
行
動
を
ニ
ニ
項
目
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
求
職
者
タ
イ
プ
別
に
、
ど
の
よ
う

な
差
が
み
ら
れ
る
か
、
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
①
ミ
ク
ロ
（
個
別
）
情
報
二
i
ズ

　
ま
ず
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
は
、
絶
対
評
価
で
、
項
目
2
3
、
2
4
、
2
9
、
36
な
ど
が
低
く
、
項
目
2
0
、
28
、
35
な
ど
で
高
い
。
ま
た
、



ミクロ情報二一ズの選択肢

20・昇進・昇給の見通し

2L職場のふん囲気
22．建物の外観

23．建物の所在地

24・転勤の有無

25・仕業場の作業環境

26・社長・上役の人柄

26・技能資格取得の可能性

28・教育訓練の有無

29・ノルマ（歩合）の有無

30・住宅資金制度の有無

3L労働災害
32。レクリェーショソ活動

33・流れ作業の有無

34．能力主義の有無

35．独立の可能性

36．完全週休2日制
37・定年の年齢

38．海外派遣の可能性

L勤め先の規模
2．勤め先の営業内容

3。勤め先の将来性

4．勤め先の営業成績

5．勤め先に対する世間の評価

6．勤め先に同郷の人がいるか

7．勤め先に知人がいるか

8．勤め先の安定性

9．勤め先の従業員の定着性

10．勤め先が公害を出す可能性

11．勤務時間

12．始業・終業時間

13．月収

14．ボーナス

15．休日

16．休暇

17。寮・社宅

18．福利厚生

19．仕事の内容

相
対
評
価
で
項
目
1
1
、
1
3
が
低
く
、
項
目
狛
、
2
1
、
26
で
高
い
。

こ
れ
は
、
こ
の
タ
イ
プ
が
、
そ
の
職
場
で
ど
う
良
分
の
能
力
を
開
発

し
、
伸
び
て
い
け
る
か
を
重
視
し
、
月
収
や
勤
務
時
間
は
、
他
の
タ

イ
プ
よ
り
重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。

　
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
は
、
絶
対
評
価
で
、
項
目
6
と

7
を
他
の
タ
イ
プ
よ
り
重
要
視
し
て
お
り
、
入
職
に
当
た
つ
て
、
人

間
関
係
上
の
安
心
感
を
求
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
絶
対
評
価
で
、
項
目
3
5
、

37、

相
対
評
価
で
項
目
2
、
3
を
他
の
タ
イ
プ
よ
り
重
要
視
し
て
い

な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
タ
イ
プ
が
自
分
の
将
来
の
職
業
生
活
に
、
他

の
タ
イ
プ
よ
り
関
心
が
う
す
い
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
に
は
、
顕
著
な
特
徴
は
な
い
が
、
絶
対
評

価
で
項
目
10
、
38
に
低
い
比
率
を
示
す
こ
と
は
、
将
来
の
あ
ま
リ
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
キ
ャ
リ
ア
の
変
化
や
展
開
を
重
要
視
し
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
相
対
評
価
で
、
項
目
1
3
の
月
収
に
つ
い
て
低
く
で
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

②
マ
ク
ロ
（
動
向
）
情
報
二
ー
ズ

絶
対
評
価
に
お
い
て
は
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
が
、
項
目
4
と
8
、
つ
ま
り
職
種
、
業
種
の
両
方
の
「
労
働
時
間
．
休
日
」
を
比
較
的

重
要
視
し
て
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
相
対
評
価
で
は
、
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
が
、
項
目
2
と
7
の
職
種
、
業
種
の
両
方

　
　
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
　
　
（
一
〇
五
三
）



求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報

マクロ情報二一ズの選択肢

1．職種による将来性のちがい

2．職種による安定性のちがい

3・職種による労働時間や休日のちがし

4．職種による就職の難しさのちがい

5。職種による賃金のちがい

6・業種による将来性のちがい

7．業種による安定性のちがい

8・業種による労働時問や休日のちがし

9．業種による就職の難しさのちがい

10．業種による賃金のちがい

11．全般的な賃金相場

12．全般的な求人・求職の動向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
　
　
　
（
一
〇
五
四
）

の
安
定
性
を
重
要
視
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
タ
イ
プ
は
項
目
5
と
1
0
の
「
賃
金
」
動
向
を

重
要
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
タ
イ
プ
が
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
展

開
へ
の
関
心
が
う
す
い
こ
と
に
帰
因
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
採
用
惰
報
二
ー
ズ

　
こ
の
設
問
の
選
択
肢
は
、
「
勤
め
先
の
求
め
る
人
材
像
」
、
「
勤
め
先
の
自
分
に
対
す
る
評

価
」
、
「
緑
故
採
用
の
有
無
」
、
「
採
用
時
の
競
争
率
」
、
「
筆
記
試
験
の
有
無
」
、
「
そ
の
他
」
の
六

項
目
と
な
つ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
別
の
ち
が
い
は
あ
ま
り
な
い
。
ひ

と
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
で
は
、
他
の
三
つ
の
タ
イ
プ
と
反

対
に
項
目
1
の
「
人
材
像
」
が
比
較
的
低
く
、
項
目
2
の
「
自
分
に
対
す
る
評
価
」
が
高
い
こ

と
で
あ
る
。

　
④
メ
デ
ィ
ア
の
評
価

　
メ
デ
ィ
ア
を
一
般
的
な
レ
ベ
ル
で
評
価
す
る
設
問
で
は
、
多
少
タ
イ
プ
別
の
ち
が
い
が
み
ら
れ
た
。
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
項
目

8
が
低
く
、
7
が
高
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
タ
イ
プ
が
勤
め
先
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
点
で
低
く
、
勤
め
先
の
世
話
を
期
待
し
な
い
の
に
対
し
、

就
職
関
係
の
専
門
情
報
誌
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
こ
の
タ
イ
プ
は
、
項
目
2
、
3
の
比
率
が
低
く
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
よ

り
、
ノ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
を
好
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
反
対
に
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
は
、
項
目
2
と
3
の

比
率
が
高
く
、
バ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
期
待
が
強
い
。
ま
た
、
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
は
、
項
目
8
で
比
率
が
高
く
、
会
社
や

勤
め
先
へ
の
、
こ
の
タ
イ
プ
の
も
つ
コ
、
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
強
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
項
目
7
、
1
4
に
低
い
比
率
を
示
し
て
、
ノ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
・



メデイア評価の選択肢

L家族・親類

2．学校・訓練校・各種学校の就職部

3。学校・訓練校・各種学校の先生

4。職場関係の先輩・友人・知人など

5．職場関係以外の先輩・友人・知人など

6・新聞の求人広告

7・就職専門誌

8・勤め先り世話

9．職安・学生職業センター・人材銀行など

10．ポろター・ちらいダイレクトメール
　　・ハソフレット

11．直接訪問・会社訪問

12．市町村などの公報

13．民間の斡旋・紹介所

14．雑誌・業界誌など

メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
期
待
が
う
す
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑤
惰
報
提
供
行
動
の
メ
デ
ィ
ア

　
ま
ず
、
自
分
の
こ
と
を
勤
め
先
に
知
ら
せ
る
た
め
に
利
用
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
、

初
め
に
「
ノ
ソ
・
コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
型
」
で
は
、
項
目
2
の
直
接
訪
問
が
他
の
タ
イ

プ
に
比
べ
て
多
く
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
項
目
4
は
比
率
が
低
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
項
目
3
の
学
校
の
先
生
な
ど
は

利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
は
、
項
目
2
と
3

と
で
比
率
が
高
い
こ
と
は
同
じ
だ
が
、
他
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
項

目
4
の
、
仕
事
上
の
知
人
な
ど
も
よ
く
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
項
目
8
の
学
校

な
ど
の
就
職
部
は
、
年
齢
の
若
い
層
が
入
つ
て
い
る
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

型
」
と
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
が
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
⑥
情
報
提
供
行
動
（
内
容
）

　
次
に
、
求
職
中
に
勤
め
先
な
ど
に
知
ら
せ
た
自
分
自
身
に
関
す
る
情
報
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
プ
別
の
差
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
特
徴

的
な
こ
と
は
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
に
お
い
て
、
希
望
の
職
種
を
伝
え
る
傾
向
が
高
く
、
希
望
の
収
入
を
伝
え
る
傾
向
が
低
か
つ
た
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
自
分
の
資
格
・
特
技
を
売
り
込
ん
で
い
く
比
率
が
高
く
、
反
対
に
、
耽
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
は
、

資
格
・
特
技
な
ど
は
あ
ま
り
売
り
込
ん
で
い
な
い
。

⑦
最
低
必
要
収
入

　
こ
の
設
問
に
関
し
て
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
別
の
差
が
顕
著
に
で
て
い
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

　
　
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
　
　
　
（
一
〇
五
五
）



情報提供行動メディアの選択肢

求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報

1．家族。親類1こ仕事の紹介を依頼した

2．勤めたい勤め先を直接訪ねた

3．学校・訓練校・各種学校の先生に仕事の紹介を依頼した

4・仕事上の先輩・友人・知人に仕事の紹介を依頼した

5．その他の先輩・友人・知人に仕事の紹介を依頼した

6．職安・学生職業センター・人材銀行に登録した

7．民間の斡旋・紹介所に問い合せた

8．学校・訓練校・各種学校の就職部に依頼した

9．その他

10．不明

て
し
ま
う
の
で
、
一
般
サ
ン
プ
ル
と
職
安
サ
ン
プ
ル
を
分
け
て
分
析
し
た
。

タ
イ
プ
別
の
差
も
あ
ま
り
な
い
。
た
だ
、
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
に
と
く
に
い
つ
た
こ
と
の
な
い
場
合
が
多
い
。

　
こ
れ
対
し
、
職
安
サ
ン
プ
ル
で
は
、
そ
の
多
く
が
一
回
か
二
回
は
職
安
を
訪
れ
て
い
る
が
、
三
回
以
上
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
の
は
、
「
安
定
キ
ャ

リ
ァ
志
向
型
」
に
多
い
。
こ
の
タ
イ
プ
に
は
、
一
般
サ
ン
プ
ル
の
場
合
も
五
％
と
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
三
回
以
上
訪
れ
た
人
が
多
い
。
職
安
を

よ
く
利
用
す
る
タ
イ
プ
は
、
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
タ
イ
プ
で
は
、
情
報
を
得
る
メ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
　
　
（
一
〇
五
六
）

型
」
で
、
一
二
万
五
、
○
○
○
円
～
一
五
万
円
の
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
お
り
、
希
望
が
収
束
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
は
、
そ
の
ピ
ー
ク
が
二
五
万
円
以
上
の
と
こ

ろ
に
あ
り
、
他
の
三
つ
の
タ
イ
プ
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
タ
イ
プ
σ
強
い
要
求
水
準
を

示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
は
、
ピ
ー
ク
が
二
〇
万
円
～
二

五
万
円
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
た
、
他
の
三
タ
イ
プ
で
高
い
選
択
率
を
示
し
て
い
る
一
二
万
五
、
○

○
○
円
～
一
五
万
円
の
選
択
率
が
、
低
く
な
つ
て
い
る
こ
と
で
、
他
と
異
な
つ
て
い
る
。

⑧
最
低
必
要
収
入
0
変
化

　
求
職
期
間
中
に
月
収
の
希
望
額
を
変
え
た
か
、
変
え
て
い
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
変
え

て
い
な
い
人
の
割
合
が
大
き
い
が
、
中
で
も
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
は
変
え
な
い
こ
と
が

多
い
。
ま
た
、
最
低
必
要
収
入
を
下
げ
た
場
合
は
、
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
と
、
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ

ア
志
向
型
」
に
多
い
。

　
⑨
職
安
に
い
つ
た
回
数

　
こ
の
質
問
に
関
し
て
は
、
総
合
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
の
で
は
数
の
多
い
一
般
サ
ン
プ
ル
に
片
寄
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
サ
ン
プ
ル
で
は
、
そ
の
多
く
が
職
安
に
い
つ
た
こ
と
は
な
く
、



メディア利用の選択肢

1．家族・親類

2．学校・訓練校・各種学校の就職部

3・学校・訓練校・各種学校の先生

4。職場関係の先輩・友人・知人など

5・職場関係以外の先輩・友人・知人など

6・新聞の求人広告

7。就職専門誌

8。勤め先の世話

9・職安・学生職業センター・人材銀行など

10。鰭スタ顧。ちらし●ダイレクトメール’
　　ハソフレット

11・直接訪間・会社訪問

12．市町村などの公報

13．民問の斡旋・紹介所

14．雑誌・業界誌など

と
し
て
、
職
安
な
ど
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
割
合
も
高
い
。

⑩
メ
デ
ィ
ア
利
用

求
職
者
が
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
情
報
獲
得
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
職

安
の
利
用
を
め
ぐ
つ
て
二
種
の
サ
ン
プ
ル
で
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
サ

ン
プ
ル
・
バ
イ
ア
ス
と
し
て
不
可
避
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

職
安
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
は
、
全
サ
ン
プ
ル
が
何
ら
か
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て

い
る
。
こ
の
中
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
別
に
差
の
あ
る
も
の
は
、
項
目
1
、

2
、
4
、
5
、
7
、
10
、
n
、
14
な
ど
で
あ
る
。
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」

は
、
職
場
関
係
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
、
ま
た
就
職
専
門
誌
な
ど
も
利

用
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
総
体
的
に
利
用
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
数
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
ノ
ン
・
コ
、
・
・
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
職
場
関
係
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
は
利
用
せ
ず
、
就
職
専
門
誌
な
ど
を
多

く
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
、
他
の
タ
イ
プ
に
比
べ
て
利
用
し
て
い
る
。
家
族
・
親
類
は
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ

ア
展
開
型
」
を
除
い
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
一
般
サ
ン
プ
ル
で
は
、
ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
も
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
場
合
が
多
い
。
し
た
が
つ
て
、
あ
ま
り
特
徴
は
顕
著
で
は
な
い

が
、
「
ノ
ン
・
コ
、
・
・
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
情
報
を
得
る
た
め
に
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」

が
、
職
安
な
ど
を
全
く
利
用
し
て
い
な
い
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
タ
ィ
プ
は
、
そ
の
か
わ
り
に
、
学
校
な
ど
の
就
職
部
を
利
用
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
一
般
サ
ン
プ
ル
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
サ
ン
プ
ル
が
少
な
い
の
で
、
あ
ま
り
は
つ
き
り
し
た
パ
タ
ー
ン
は
で
て
き

て
い
な
い
。

　
　
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
職
業
情
報
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⑪
信
頼
で
き
る
メ
デ
ィ
ア

　
次
に
、
利
用
し
た
も
の
の
う
ち
、
得
ら
れ
た
情
報
に
信
頼
が
お
け
る
も
の
は
、
職
安
サ
ン
プ
ル
で
や
は
り
職
安
が
高
く
な
つ
て
い
る
。
他
に
、

職
安
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
は
、
職
場
関
係
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
、
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
が
高
く
評
価
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
職
場
関
係
以
外
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
が
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
・
親
類
は
「
積

極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
を
除
い
て
、
他
の
タ
イ
プ
が
評
価
し
て
い
る
。
「
ノ
ン
・
コ
、
・
・
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
信
頼
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
は
少
な

い
と
思
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
一
般
サ
ン
プ
ル
で
は
、
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
と
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
と
が
、
信
頼
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
が
少
な
い
と
思
つ
て
い
る
。

他
は
、
各
タ
イ
プ
の
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
た
め
に
、
は
つ
き
り
と
し
た
パ
タ
ー
ン
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
家
族
・
親
類
と
職
安
で
は
多
少
の

違
い
が
見
ら
れ
る
。

　
⑫
手
軽
に
利
用
で
き
る
メ
デ
ィ
ア

　
ま
ず
、
職
安
サ
ン
プ
ル
で
も
、
一
般
サ
ン
プ
ル
で
も
、
新
聞
の
求
人
広
告
が
手
軽
な
メ
デ
ィ
ア
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
職
安
サ
ン
プ
ル
で

は
、
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
型
」
が
、
職
場
関
係
の
知
人
な
ど
を
手
軽
に
は
利
用
で
き
な
い
と
考
え
、
そ
の
か
わ
り
に
、
就
職
専
門
誌
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
、
手
軽
な
メ
デ
ィ
ア
だ
と
考
え
て
い
る
。
全
体
的
に
、
手
軽
な
メ
デ
ィ
ア
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
一
般
サ
ン
プ
ル
で
は
、
ま
ず
、
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
と
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
が
、
手
軽
に
利
用
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
は
少
な
い
と
考

え
て
い
る
。
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
こ
こ
で
も
就
職
専
門
誌
を
手
軽
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
は
、
職

安
な
ど
を
手
軽
だ
と
は
考
え
ず
に
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
手
軽
な
メ
デ
ィ
ア
だ
と
思
つ
て
い
る
。
「
平
穏
無
事
志
向
型
」
は
、
新
聞
の
求
人
広
告
や

就
職
専
門
誌
な
ど
を
手
軽
な
メ
デ
ィ
ア
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
⑬
内
容
の
豊
富
な
メ
デ
ィ
ア



　
職
安
サ
ン
プ
ル
の
場
合
、
得
ら
れ
る
情
報
が
詳
し
い
、
ま
た
は
量
が
多
い
と
思
わ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
職
安
以
外
に
は
少
な
い
。
「
ノ
ン
・

コ
、
・
・
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
新
聞
の
求
人
広
告
や
就
職
専
門
誌
を
、
内
容
が
豊
富
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
一
般
サ
ン
プ
ル
で
も
、
や
は
り
内
容
が
豊
富
と
思
わ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
は
少
な
い
。
「
ノ
ン
・
コ
、
・
・
ッ
ト
メ
ン
ト
型
」
は
、
就
職
専
門
誌
や

雑
誌
・
業
界
誌
な
ど
を
、
内
容
が
豊
富
だ
と
思
つ
て
い
る
。
ま
た
、
「
安
定
着
実
キ
ャ
リ
ア
志
向
型
」
は
家
族
・
親
類
を
、
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展

開
型
」
は
学
校
な
ど
の
就
職
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
が
豊
富
だ
と
考
え
て
い
る
。

四
　
む
す
び
1
今
後
の
課
題
1

　
前
節
に
お
い
て
一
三
項
目
に
わ
た
つ
て
ま
と
め
た
よ
う
に
、
個
々
の
被
説
明
変
数
（
す
な
わ
ち
職
業
構
報
行
動
）
は
、
求
職
者
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
ル
・

タ
イ
プ
と
か
な
り
高
い
相
関
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
三
項
目
の
情
報
行
動
と
の
関
連
を
通
し
て
、
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン

は
、
「
ノ
ン
・
コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
型
」
と
「
積
極
的
キ
ャ
リ
ア
展
開
型
」
と
の
対
照
的
な
傾
向
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
図
2
に
お
い
て
も
、
対

称
的
な
位
置
に
あ
り
、
職
業
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
き
わ
だ
つ
た
差
異
が
、
行
動
パ
タ
ー
ン
の
差
異
を
シ
ャ
ー
プ
に
説
明
す
る
例
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
今
回
の
求
職
者
調
査
の
中
で
行
わ
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
の
一
端
で
あ
る
。
今
回
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
に
お
い
て
は
、
職

業
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
ル
・
タ
イ
プ
の
析
出
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
サ
ン
プ
ル
も
大
き
く
（
N
”
八
九
一
）
、
比
較
的
安
定
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
ル
・
タ
イ
プ

が
み
い
だ
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
被
説
明
変
数
と
の
関
連
で
も
、
い
く
つ
か
の
求
職
者
タ
イ
プ
別
に
よ
る
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
が
み
い
だ
さ
れ
た
。

　
次
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
被
説
明
変
数
と
の
対
応
づ
け
を
、
性
、
年
齢
な
ど
の
人
口
学
的
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
サ
ン
プ
ル
で

あ
ら
た
め
て
お
こ
な
つ
て
み
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
タ
イ
プ
の
説
明
力
を
確
か
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
も
と
も
と
、
探
索
的
調
査
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
し
て
、
理
論
的
な
整
序
を
お
こ
な
い
、
概
念
を
整
理

し
て
、
新
し
い
一
群
の
仮
説
を
導
き
だ
す
作
業
も
、
ま
だ
今
後
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
機
会
を
ま
ち
た
い
と
思
う
。
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（
1
）
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ア
プ
巨
ー
チ
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
著
作
を
参
照
さ
れ
た
い
。
村
田
昭
治
・
吉
田
正
昭
・
井
関
利
明
編
著
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
発
想
法
」
（
ダ
イ
ヤ

　
モ
ン
ド
社
一
九
七
五
年
）
」
第
九
章
。
井
関
利
明
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
概
念
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
の
展
開
」
（
村
田
・
井
関
・
川
勝
編
著
『
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
書
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン

　
ド
社
一
九
七
九
年
、
所
収
）
、
お
よ
び
井
関
利
明
「
就
業
選
択
の
行
動
科
学
理
論
」
（
石
田
・
井
関
・
佐
野
編
著
『
労
働
移
動
の
研
究
』
総
合
労
働
研
究
所
一
九
七
八
年
刊
、
所
収
）

（
2
）
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
言
葉
が
、
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
鼠
蝉
図
名
3
R
）
の
．
．
ピ
3
窪
ω
注
再
q
昌
鵬
．
、
お
よ
び
個
人
心
理
学
の
創
始
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
．

　
ア
ド
ラ
ー
（
≧
ヰ
a
》
色
巽
）
の
．
．
い
3
曾
の
ω
岳
．
、
の
英
訳
語
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
前
者
は
「
生
活
態
度
」
と
訳
さ
れ
、
後
者
は
「
生
の
様
式
」
と
訳

　
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
と
と
の
関
連
は
、
ま
つ
た
く
見
失
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
井
関
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
概
念
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
の
展
開
」
（
前
掲
）
に
詳
し
い
。

（
4
）
　
井
関
利
明
・
堀
円
四
郎
「
社
会
学
的
類
型
構
成
の
数
量
的
方
法
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
と
そ
の
応
用
」
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
、
一
九
七
二
年
、
一
二
号
、

　
三
一
－
四
三
頁
。

（
5
）
数
量
化
皿
類
に
つ
い
て
は
下
記
の
本
に
詳
し
い
。

　
　
安
田
三
郎
・
海
野
道
郎
『
改
訂
二
版
　
社
会
統
計
学
』
昭
和
五
二
年
、
丸
善
株
式
会
社
、
一
一
五
－
一
二
五
頁
。

（
6
）
井
関
・
堀
内
、
前
掲
論
文
、
三
三
頁
。


